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◆転職者の復帰願望 

朝日新聞が「転職者の３割以上が以前、在籍していた会社に復帰したいと考えたことが

ある」という記事を９月２日に掲載しました。情報源は就職情報会社のマイナビが７月に

実施した調査です。マイナビは２０歳代から５０歳代の年齢層、従業員３人以上の企業に

勤務している１００５人の転職者を対象に調査を実施しました。質問項目の１つに「過去

に退職した企業に戻りたいと思ったことがあるか」であり、３２．９％の転職者が「思っ

たことがある」と回答しています。 

転職成功の証の１つに職場定着があります。以前の職場に復帰したいという願望を３割

以上の転職者が持っていることは、職場定着に課題があると判断することができます。転

職後、新しい職場で長く働いて貢献することを通じて定着したいという意欲があれば、以

前の職場に復帰したいとは考えないからです。 

職場定着に課題がある場合、様々な理由があることが想定されます。想定できる理由に

は、職場満足度が高くないこと、あるいは一時的に満足度が高くても低下していることが

あります。そのため職場満足度を向上させることができれば、職場定着の課題を解決する

ことに結びつきます。 

 

◆職場満足度向上の条件 

職場満足度の向上を実現するための条件は５つあります。１つ目は業務計画の立案と情

報共有です。月次単位などの業務計画を立案して、その過程で職場の構成員１人１人の事

情を反映すること、さらに事情の反映を含めた情報が共有されることです。 

２つ目は勤務時間管理と分担調整です。働き改革では長時間勤務の是正が期待されます

が、勤務時間管理と分担調整は長時間勤務の是正に結びつきます。 

３つ目は業務の指示と手順の適正化です。職場全体の業務を円滑に遂行するためには管

理職の指示が適切であること、その結果として的確な手順で業務が進められることが必要

です。 

４つ目は職場における協力関係です。職場の構成員の１人が対応できない過大な業務量

を抱えている場合は、他の構成員の協力が必要不可欠です。 

５つ目は適切な制度や規則の整備です。人事考課制度や就業規則などが職場満足度に一

定以上の影響を及ぼします。５つ目の適切な制度や規則の整備は人事部門の役割ですが、

１つ目から４つ目の条件は、現業部門の管理職次第という側面を持っています。 

 

 



◆現業部門管理職の役割 

 日本ではアメリカと異なり職場定着が重要です。９月１４日の日本経済新聞に掲載され

た「くらしの数字考」によるとアメリカでは転職回数が平均１１．７回、一方、日本は平

均２．２回です。そして平均勤続年数はアメリカの４．１年に対して、日本は１２．３年

と３倍になっています。こうした数字から、日本では現業部門の管理職が職場満足度を高

めて職場定着を促進することの重要性が確認できます。 

ただし職場満足度向上の５つ目の条件に、適切な制度や規則の整備があることから人事

部門と現業部門の管理職が連携することが期待されます。新しい人材を採用する場合に

は、人材要件を明確にすること、候補者を面接して最適人材を選定することが必要です。

人材要件の明確化、面接による最適人材の選定では窓口としての人事部門と、現業部門の

管理職が連携すべきです。人材要件の明確化、面接による最適人材の選定は、現業部門の

管理職が中心となって進めることになるため、現業部門の管理職の役割は重要です。 

昨今の人材確保が難しい状況下では、現業部門の管理職が役割を果たしつつ、人事部門

と連携することが期待されます。 

以上 

 

 

大手コンサルティング会社、大手シンクタンクなどにて教育プランニング、営業、コン

サルティング、講師としてキャリアを積む。講師歴は約３０年で、様々な規模や業種

の民間企業のほか、地方自治体や公的機関・団体、福祉施設などでの研修実績を

豊富に持つ。 

研修スタイルは、経営コンサルティングのノウハウを活かしてグループ討議や演習

を組み込み、一般論にとどまらず、業務での実践に結びつけることを重視している。

研修で使用するオリジナルの演習様式は、長年の経験で培ったノウハウが１ペーパ

ーに凝縮されており、各研修の導入先から定評がある。 
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